
















　小児の発育・発達には種々の条件が影響していることが古くから指摘されて

おり,これらの条件が単独にまた複雑に関係しているといわれている。それ故,

発育・発達状況を出生時から継続的に観察し，評価することにより,発育や発

達の障害を早期に発見することが可能となり,さらに,その原因の追究もてきる

と考えられる。養育条件や環境条件がほぼ同一である多胎で生まれた小児の発

育・発達の追跡観察および評価はその意味からいっても有意義なものであると

想像され,多胎を対象とした 3 歳代までの発育・発達を追跡的に観察評価する

ことにより心身障害早期発見法の確立を図ることを目的に研究を進めた。なお,

今回は身体発育についてのみ検討することにした。


